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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面に出入り口があるウォークインクロゼットであって、
　水平かつ出入り口に対し左右方向に移動可能な可動収容棚と、
　前記可動収容棚が左右方向のいずれかに移動した状態において、その反対側に出入り口
から人が入り前記可動収容棚にアクセスできる立ち入りスペースと、
　天井に固定され、左右方向に延び、奥行方向に間隔を隔てた互いに平行な２本の直線ガ
イドと、を有し、
　前記可動収容棚は、左右方向の両側面に収納物を収納する収納スペースと、
　その上端部に前記直線ガイドに案内される被案内部と、
　前面側と背面側との側面に、それぞれ有する前面に平行な側板と、を有し、
　前記側板の上端部は、前記可動収容棚の上面に水平に設けられた天板より上方に突出し
ており、
　前記被案内部は、前記側板の前記上端部の片面であり、前記直線ガイドの側板側の側面
に沿って滑ることにより前記直線ガイドに案内される、ことを特徴とするウォークインク
ロゼット。
【請求項２】
　前記可動収容棚より背面側に設けられ前記可動収容棚の背面側側面に当接して前記可動
収容棚の前記背面側へのずれを防ぐずれ防止ガイド、を備え、
　前記ずれ防止ガイドは、垂直方向に延びる中心軸を有し、当接する前記背面側側面の移
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動に伴い前記中心軸を中心に回転するローラを有する、ことを特徴とする請求項１に記載
のウォークインクロゼット。
【請求項３】
　床面に固定され、左右方向に延び、奥行方向に間隔を隔てた互いに平行な２本の敷居レ
ールを備え、
　前記敷居レールは、前記床面が傷つくことを防ぐ金属製の平板であり、
　前記可動収容棚は、その下端部に、前記敷居レール上を回転移動するキャスタと、
　前記下端部の前記キャスタの左右方向両側から下方に延び人の足と前記キャスタとの接
触を防ぐ挟み防止具と、を有する、ことを特徴とする請求項１に記載のウォークインクロ
ゼット。
【請求項４】
　前記可動収容棚が左方向に移動した状態の前記立ち入りスペースに人が出入り可能な右
側扉と、
　前記可動収容棚が右方向に移動した状態の前記立ち入りスペースに人が出入り可能な左
側扉と、を有する、ことを特徴とする請求項１に記載のウォークインクロゼット。
【請求項５】
　前記ウォークインクロゼットの左右側面に沿って固定される側面固定棚を有し、
　前記直線ガイドは、その両端部に、前記可動収容棚の上端部と当接し前記可動収容棚が
側面固定棚の収納物に接触することを防ぐ戸当りを有する、ことを特徴とする請求項１に
記載のウォークインクロゼット。
【請求項６】
　前記直線ガイドは、前記側板側の側面に貼付され左右方向に延びる平滑面を有した敷居
すべりを有し、
　前記被案内部は、前記敷居すべりに摺動可能に当接する平滑面を含む戸すべりピンを有
する、ことを特徴とする請求項１に記載のウォークインクロゼット。
【請求項７】
　背面に固定された共通固定棚を備え、
　前記共通固定棚は、前記可動収容棚が左右方向のいずれの位置に設置されていても人が
アクセス可能である、ことを特徴とする請求項１に記載のウォークインクロゼット。
【請求項８】
　前記可動収容棚に対して左右方向に並列した第２の可動収容棚を備える、ことを特徴と
する請求項１に記載のウォークインクロゼット。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、収納率が高く収納分け可能なウォークインクロゼットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　マンションなどの集合住宅では、衣類やその他の日用品を集中的に収納するため、クロ
ゼットを設けることが多い。近年、１つの独立した部屋として形成され、その内部に人が
出入り可能なウォークインクロゼットが多く使用されている。
　このようなウォークインクロゼットとして、例えば特許文献１が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１１２１１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】



(3) JP 6203570 B2 2017.9.27

10

20

30

40

50

　上述のウォークインクロゼットは、人が出入りし棚に沿って動くための立ち入りスペー
スや、引き出しや収納物を引き出すために必要な取り出しスペース、等を、１つの部屋の
内部に棚に沿って確保する必要がある。それらのスペースがあることでウォークインクロ
ゼットは使い勝手が良いのだが、そのスペースを確保する分、収納率が低いという問題が
あった。
【０００５】
　またウォークインクロゼットは、全ての収納棚が立ち入りスペースや取り出しスペース
に面しているため、衣替えをする必要が無い。しかし季節外れの衣類等の普段使用しない
物を収納する棚の前にも、それらのスペースが１年中設けられているため、その分、収納
率が低かった。
【０００６】
　一方、普段使用しない物が収納された棚の前のスペースに物を収納する目的で、衣装ケ
ースや行李に使用しない衣類を詰め、そのスペースに置くことがある。しかしその場合は
、棚に収納した衣類と衣装ケース等に収納した衣類とを入れ替える、いわゆる衣替えを少
なくとも１年に２回は行わなければならない。その上、衣装ケース等を前に置いた棚が１
年中使用しづらいため、結局、使い勝手の良い収納スペースが少なくなってしまう。
【０００７】
　本発明は上述した問題点を解決するために創案されたものである。すなわち本発明の目
的は、収納率が高く、収納分けが可能であり、使い勝手が良いウォークインクロゼットを
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によれば、前面に出入り口があるウォークインクロゼットであって、
　水平かつ出入り口に対し左右方向に移動可能な可動収容棚と、
　前記可動収容棚が左右方向のいずれかに移動した状態において、その反対側に出入り口
から人が入り前記可動収容棚にアクセスできる立ち入りスペースと、
　天井に固定され、左右方向に延び、奥行方向に間隔を隔てた互いに平行な２本の直線ガ
イドと、を有し、
　前記可動収容棚は、左右方向の両側面に収納物を収納する収納スペースと、
　その上端部に前記直線ガイドに案内される被案内部と、
　前面側と背面側との側面に、それぞれ有する前面に平行な側板と、を有し、
　前記側板の上端部は、前記可動収容棚の上面に水平に設けられた天板より上方に突出し
ており、
　前記被案内部は、前記側板の前記上端部の片面であり、前記直線ガイドの側板側の側面
に沿って滑ることにより前記直線ガイドに案内される、ことを特徴とするウォークインク
ロゼットが提供される。
 
【００１１】
　また前記可動収容棚より背面側に設けられ前記可動収容棚の背面側側面に当接して前記
可動収容棚の前記背面側へのずれを防ぐずれ防止ガイド、を備え、
　前記ずれ防止ガイドは、垂直方向に延びる中心軸を有し、当接する前記背面側側面の移
動に伴い前記中心軸を中心に回転するローラを有する。
【００１２】
　また床面に固定され、左右方向に延び、奥行方向に間隔を隔てた互いに平行な２本の敷
居レールを備え、
　前記敷居レールは、前記床面が傷つくことを防ぐ金属製の平板であり、
　前記可動収容棚は、その下端部に、前記敷居レール上を回転移動するキャスタと、
　前記下端部の前記キャスタの左右方向両側から下方に延び人の足と前記キャスタとの接
触を防ぐ挟み防止具と、を有する。
【００１３】
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　また前記可動収容棚が左方向に移動した状態の前記立ち入りスペースに人が出入り可能
な右側扉と、
　前記可動収容棚が右方向に移動した状態の前記立ち入りスペースに人が出入り可能な左
側扉と、を有する。
【００１４】
　また前記ウォークインクロゼットの左右側面に沿って固定される側面固定棚を有し、
　前記直線ガイドは、その両端部に、前記可動収容棚の上端部と当接し前記可動収容棚が
側面固定棚の収納物に接触することを防ぐ戸当りを有する。
【００１５】
　また直線ガイドは、前記側板側の側面に貼付され左右方向に延びる平滑面を有した敷居
すべりを有し、
　前記被案内部は、前記敷居すべりに摺動可能に当接する平滑面を含む戸すべりピンを有
する。
【００１６】
　また背面に固定された共通固定棚を備え、
　前記共通固定棚は、可動収容棚が左右方向のいずれの位置に設置されていても人がアク
セス可能である。
【００１７】
　また前記可動収容棚に対して左右方向に並列した第２の可動収容棚を備える。
【発明の効果】
【００１８】
　上述した本発明のウォークインクロゼットによれば、可動収容棚が、出入り口に対し左
右方向に移動可能であるため、可動収容棚が移動した側の収納スペースに季節外れの衣類
等の普段使用しない物を収納できる。また本発明のウォークインクロゼットは、可動収容
棚が移動可能なので、普段使用しない物を収納した棚の前に可動収容棚を移動することで
、その棚の前のスペースを収納スペースとして有効に利用することができる。
　その上、その可動収容棚を左右方向における反対側に移動させるだけで、普段使用しな
い物を収納した棚の前に、取り出しスペースや立ち入りスペースが容易に生じる。そのた
め本発明のウォークインクロゼットは、従来のウォークインクロゼットより使い勝手が良
く、収納率が高く、容易に収納分けができる。
【００１９】
　さらに、左右方向の奥側に収納した普段使用しない物を取り出すときでも、可動収容棚
を反対側に移動させるだけで、容易に取り出すことができ、使い勝手が良い。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の第１実施形態のウォークインクロゼットを上から見た図である。
【図２】図１のＫ－Ｋ矢視図である。
【図３】図２の矢視図もしくはキャスタの拡大説明図である。
【図４】ずれ防止ガイドの説明図である。
【図５】本発明の第２実施形態のウォークインクロゼットを上から見た図である。
【図６】本発明の第３実施形態のウォークインクロゼットを上から見た図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。なお、各図において共通する部分
には同一の符号を付し、重複した説明を省略する。
【００２２】
　図１は、本発明の第１実施形態のウォークインクロゼット１を上から見た図である。
　本発明のウォークインクロゼット１は、前面Ａに出入り口Ｃがあるウォークインクロゼ
ットである。また本発明のウォークインクロゼット１は、可動収容棚２０、立ち入りスペ
ース３０、直線ガイド５０、ずれ防止ガイド４０、敷居レール６０、キャスタ２３ａ、挟
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み防止具２３ｂ、及び右側扉７０ａと左側扉７０ｂを備える。
【００２３】
　図２は、図１のＫ－Ｋ矢視図である。なお、図２において、右側扉７０ａと左側扉７０
ｂとを省略している。
　図３は、図２の矢視図もしくはキャスタ２３ａの拡大説明図である。（Ａ）はＭ－Ｍ矢
視図、（Ｂ）はＮ－Ｎ矢視図、（Ｃ）はＰ－Ｐ矢視図、（Ｄ）はキャスタ２３ａの拡大説
明図である。
【００２４】
　直線ガイド５０は、ウォークインクロゼット１の天井Ｄに固定され、左右方向に延び、
奥行方向に間隔を隔てた互いに平行な２本の直線のガイドである。直線ガイド５０は、左
右方向に直交する垂直面による断面が矩形の木製平板のすり桟である。また直線ガイド５
０は、被案内部２２ａの後述する戸すべりピン２２ｃの平滑面２２ｄが接する位置、すな
わち側板側の側面５０ａに、敷居すべり５０ｃが左右方向に延びて貼付されていることが
好ましい。敷居すべり５０ｃは平滑面を有し、その平滑面が戸すべりピン２２ｃに当接す
る。
【００２５】
　また直線ガイド５０は図３（Ｂ）に示すように、その両端部に、可動収容棚２０の上端
部２２と当接し可動収容棚２０が後述する側面固定棚９０の収納物に接触することを防ぐ
戸当り５０ｂを有する。
　戸当り５０ｂは、直線ガイド５０の側面に設けられ、後述する可動収容棚２０の側板２
１の上端に当接する。
【００２６】
　なお、本発明のウォークインクロゼット１の出入り口Ｃに使用される扉が折戸である場
合、戸当り５０ｂは、折戸を開いたときの左右方向の中央側の端部よりもさらに中央に近
接して設けられていることが好ましい。
【００２７】
　本発明のウォークインクロゼット１は、戸当り５０ｂを有することにより、可動収容棚
２０が所定の位置より直線ガイド５０の端部側に移動することを防ぐことができる。それ
により可動収容棚２０がウォークインクロゼット１の左右側面Ｆ、Ｇや、それらに沿って
設置された後述する側面固定棚９０の収納物に接触することを防ぐことができる。
【００２８】
　可動収容棚２０は、水平かつ出入り口Ｃに対し左右方向に移動可能な収納棚であり、左
右方向の両側面に収納物を収納する収納スペース２０ａを有し、左右方向の側面にその収
納物を出し入れするための開口を有する。
　可動収容棚２０は、収納スペース２０ａを上下方向に仕切る棚板２４ａや、ハンガを掛
けるためのハンガパイプ２４ｂを有していてもよい。
【００２９】
　さらに可動収容棚２０は、収納スペース２０ａを左右方向に仕切る隔壁２４ｃを有する
。可動収容棚２０が隔壁２４ｃを有する場合、例えば可動収容棚２０を左に移動したとき
は、隔壁２４ｃより左側に普段使用しない物を収納し、隔壁２４ｃより右側の収納スペー
ス２０ａに頻繁に使用する物を収納する。すなわち例えば可動収容棚２０の右側に夏物、
左側に冬物を収納した場合、夏には可動収容棚２０を左に移動し、隔壁２４ｃより右側の
収納スペース２０ａを利用できる。また冬物に衣替えする際には可動収容棚２０を左から
右に移動することにより、容易に衣替えをすることができる。
【００３０】
　隔壁２４ｃは、収納スペース２０ａの左右方向中央部に設けてもよい。もしくは、可動
収容棚２０は、右端部に隔壁２４ｃを有する収納スペース２０ａと左端部に隔壁２４ｃを
有する収納スペース２０ａとを異なる高さに有していてもよい。
【００３１】
　また敢えて隔壁２４ｃを設けず、右側の開口と左側の開口とが連通した収納スペース２
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０ａを設けてもよい。これにより、隔壁２４ｃを有さない収納スペース２０ａは、可動収
容棚２０を左右のどちらに移動したときにも使用可能な共通収納スペースとして利用でき
る。
【００３２】
　また可動収容棚２０は、その上端部２２に直線ガイド５０に案内される被案内部２２ａ
を有し、前面側と背面側との側面に、前面Ａに平行な側板２１をそれぞれ有する。側板２
１の上端部２２は、可動収容棚２０の上面に水平に設けられた天板２５より上方に突出し
ている。また前面側の側板２１には、可動収容棚２０を移動させる際に人Ｈが把持するた
めの取っ手２１ｃが設けられている。
【００３３】
　取っ手２１ｃは、前面側の側板２１の収納スペース側側面２１ｂの左右方向両端部に取
り付けられ、収納スペース２０ａの内側に向けて延びていることが好ましい。この場合、
人Ｈは、可動収容棚２０の内部に手を入れて取っ手２１ｃを操作する。
　このように取っ手２１ｃが可動収容棚２０の内部に取り付けられており、可動収容棚２
０の外側に突出していないため、取っ手２１ｃが周囲の棚の収納物や壁面に接触するおそ
れがない。
【００３４】
　被案内部２２ａは、側板２１の上端部２２の片面２２ｂ（すなわち直線ガイド側の側面
２２ｂ）であり、直線ガイド５０の側板側の側面５０ａに沿って滑ることにより直線ガイ
ド５０に案内される。
【００３５】
　また、被案内部２２ａは、直線ガイド５０の側板側の側面５０ａに貼付された敷居すべ
り５０ｃに摺動可能に当接する平滑面２２ｄを含む戸すべりピン２２ｃを有する。戸すべ
りピン２２ｃの平滑面２２ｄは、直線ガイド５０に側板側の側面５０ａに貼付された敷居
すべり５０ｃに接触し、摺動する。
　本発明のウォークインクロゼット１は、戸すべりピン２２ｃと敷居すべり５０ｃとを有
することにより、側板２１の片面２２ｂ（直線ガイド側の側面２２ｂ）と直線ガイド５０
の側板側の側面５０ａとの摩擦抵抗が減るため、左右方向にスムーズに移動することがで
きる。
【００３６】
　キャスタ２３ａは、可動収容棚２０の下端部２３に、敷居レール６０上を回転移動する
駆動輪である。キャスタ２３ａは、回転移動できる方向が、左右方向の１方向に限定され
ていることが好ましい。それにより、本発明のウォークインクロゼット１の製造コストを
抑えることができ、多方向に回転駆動可能なキャスタを使用するより可動収容棚２０の最
大積載量を増やすことができる。またさらにキャスタ２３ａの動きが１方向に限定される
ことで、可動収容棚２０をスムーズに移動させることができる。
【００３７】
　またキャスタ２３ａには、可動収容棚２０を移動させないときにその回転を止めるため
のストッパが設けられている。これにより地震時にも可動収容棚２０の移動を抑えること
ができる。
【００３８】
　挟み防止具２３ｂは、キャスタ２３ａの左右方向両側の可動収容棚２０の下端部２３か
ら敷居レール６０に近接する位置まで下方に延び、人Ｈの足Ｊとキャスタ２３ａとの接触
を防ぐ。挟み防止具２３ｂは、Ｌ字金具であることが好ましい。挟み防止具２３ｂを有す
ることにより、人Ｈの足Ｊがキャスタ２３ａに接触する前に挟み防止具２３ｂに接するた
め、足Ｊがキャスタ２３ａに巻き込まれることを防ぐことができる。
【００３９】
　立ち入りスペース３０は、可動収容棚２０が左右方向のいずれかに移動した状態におい
て、その反対側に出入り口Ｃから人Ｈが入り可動収容棚２０にアクセスできるスペースで
ある。立ち入りスペース３０は、引き出しや収納物を引き出すために必要な取り出しスペ
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ースとしても使用される。
【００４０】
　なお、本発明のウォークインクロゼット１は、可動収容棚２０の他に、ウォークインク
ロゼット１の背面Ｂに固定される背面固定棚８０や、ウォークインクロゼット１の左右側
面Ｆ、Ｇに固定される側面固定棚９０を有していることが好ましい。
【００４１】
　また可動収容棚２０が左右方向のいずれか（例えば図１の例で、左側）に移動したとき
に、可動収容棚２０の移動した方向（例えば左側）の側面が移動した側（左側）の側面固
定棚９０に近接することが好ましい。それにより移動した方向（例えば左側）の側面固定
棚９０に普段使用しない物を収納し、さらに収納物を引き出すために必要な取り出しスペ
ースに可動収容棚２０を設置してその取り出しスペースを有効に利用することができる。
【００４２】
　背面固定棚８０は、可動収容棚２０が左右方向のいずれかに移動したときに、直線ガイ
ド５０の端部に近接して設置され、開口が可動収容棚２０の背面側側面２１ａに近接する
。
【００４３】
　図４は、ずれ防止ガイド４０の説明図である。（Ａ）は図１のＬ－Ｌ矢視図、（Ｂ）は
ずれ防止ガイド４０が無い場合の比較説明図、（Ｃ）は図１のＸの拡大図である。なお、
図４では、説明のため、挟み防止具２３ｂを省略している。
　図４（Ａ）に示すようにずれ防止ガイド４０は、可動収容棚２０より背面側に設けられ
可動収容棚２０の背面側側面２１ａに当接して可動収容棚２０の背面側へのずれを防ぐ。
【００４４】
　ずれ防止ガイド４０が無い状態で可動収容棚２０の移動を繰り返すと、図４（Ｂ）のよ
うに、可動収容棚２０が所定の位置より背面側にずれる傾向がある。それにより例えば可
動収容棚２０より背面側に配置する棚の収納物や背面Ｂに可動収容棚２０が接触し、収納
物が破損するおそれがある。
　それに対し、本発明のウォークインクロゼット１は、ずれ防止ガイド４０を有するので
、可動収容棚２０が所定の位置より背面側に移動するおそれがない。
【００４５】
　ずれ防止ガイド４０は、図４（Ｃ）に示すように、垂直方向に延びる中心軸４０ａを有
し、当接する背面側側面２１ａの移動に伴い中心軸４０ａを中心に回転するローラ４０ｂ
を有することが好ましい。ずれ防止ガイド４０は、ウォークインクロゼット１の背面、も
しくは背面固定棚８０に設けられる。ずれ防止ガイド４０は１つでも複数でもよい。また
ずれ防止ガイド４０は、可動収容棚２０が一方の戸当り５０ｂから他方の戸当り５０ｂに
当接するまで移動する間、常に可動収容棚２０と接触できる位置に設けられていることが
好ましい。
【００４６】
　敷居レール６０は、ウォークインクロゼット１の床面Ｅに固定され、左右方向に延び、
奥行方向に間隔を隔てた互いに平行な２本の金属製の平板であり、フローリング等の床面
Ｅが傷つくことを防ぐ。
　本発明の敷居レール６０は金属製の平板である。厚みが薄い平板を敷居レール６０とし
て使用可能であるため、足元の凹凸を減らすことができ、バリアフリーに対応でき、ゴミ
や埃がたまりにくく、掃除がしやすい。なお、敷居レール６０は、厚さ２～５ｍｍであり
、キャスタ２３ａの奥行き方向の幅より長い幅をもつアルミ製の平板であることが好まし
い。
【００４７】
　右側扉７０ａは、可動収容棚２０が左方向に移動した状態の立ち入りスペース３０に人
Ｈが出入り可能な扉であり、左側扉７０ｂは、可動収容棚２０が右方向に移動した状態の
立ち入りスペース３０に人Ｈが出入り可能な扉である。右側扉７０ａと左側扉７０ｂとは
、折戸、引き戸、開き戸のいずれでもよい。
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【００４８】
　本発明のウォークインクロゼット１はこの構成により、利用者が例えば夏に、可動収容
棚２０を左に移動し、右側扉７０ａから右側の立ち入りスペース３０に出入りし、隔壁２
４ｃより右側の収納スペース２０ａと、右側の背面固定棚８０及び側面固定棚９０とに夏
物の衣類を収納して使用できる。そして利用者は、冬物の衣類を隔壁２４ｃより左側の収
納スペース２０ａ、左側の背面固定棚８０、及び左側の側面固定棚９０に収納できる。
【００４９】
　また冬には可動収容棚２０を例えば右側に移動してキャスタ２３ａのストッパを止め、
左側扉７０ｂから左側の立ち入りスペース３０に出入りするだけで、冬に使用しない衣類
をウォークインクロゼット１の右側奥に収納でき、容易に衣替えが完了する。
　そして冬季には、利用者は、左側扉７０ｂから左側の立ち入りスペース３０に出入りし
、隔壁２４ｃより左側の収納スペース２０ａと、左側の背面固定棚８０と左側の側面固定
棚９０とに冬物の衣類を収納して使用できる。
【００５０】
　図５は、本発明の第２実施形態のウォークインクロゼット１を上から見た図である。
　例えば本実施形態のウォークインクロゼット１は図５のように、可動収容棚２０が左右
方向のいずれに移動した場合でも可動収容棚２０に近接しない位置、すなわちウォークイ
ンクロゼット１の左右方向の中央部に、可動収容棚２０が左右方向のいずれの位置に設置
されていても使用できる共通固定棚１００を設けてもよい。この場合、共通固定棚１００
は、左右の背面固定棚８０の間、すなわち直線ガイド５０の中央部に近接した背面Ｂに固
定されて設置されることが好ましい。
【００５１】
　本実施形態のウォークインクロゼット１は、可動収容棚２０が左右方向のいずれの位置
に設置されていても人Ｈが共通固定棚１００にアクセス可能である。それにより、例えば
ハンカチ、靴下、鞄、等の小物や冠婚葬祭に使用する物、等の年間を通して使用する収納
物を共通固定棚１００に収納することにより、１年を通して容易にこれらの物を使用する
ことができる。
　その他の第２実施形態のウォークインクロゼット１の構成は、第１実施形態と同様であ
る。
【００５２】
　図６は、本発明の第３実施形態のウォークインクロゼット１を上から見た図である。
　図６に示すように、本発明のウォークインクロゼット１は、可動収容棚２０の他に、可
動収容棚２０に対して左右方向に並列した第２の可動収容棚２０ｂを備える。第２の可動
収容棚２０ｂは可動収容棚２０と同様の構成であり、左右方向に移動可能である。
【００５３】
　これにより第３実施形態のウォークインクロゼット１は、従来のウォークインクロゼッ
トよりさらに収納率を高めることができる。
　その他の第３実施形態のウォークインクロゼット１の構成は、第２実施形態と同様であ
る。
【００５４】
　上述した本発明のウォークインクロゼット１によれば、可動収容棚２０が、出入り口Ｃ
に対し左右方向に移動可能であるため、可動収容棚２０が移動した側の収納スペース２０
ａに季節外れの衣類等の普段使用しない物を収納できる。また本発明のウォークインクロ
ゼット１は、可動収容棚２０が移動可能なので、普段使用しない物を収納した棚の前に可
動収容棚２０を移動することで、その棚の前のスペースを収納スペース２０ａとして有効
に利用することができる。
　その上、その可動収容棚２０を左右方向における反対側に移動させるだけで、普段使用
しない物を収納した棚の前に、取り出しスペースや立ち入りスペース３０が容易に生じる
。そのため本発明のウォークインクロゼット１は、従来のウォークインクロゼットより使
い勝手が良く、収納率が高く、容易に収納分けができる。
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【００５５】
　さらに、左右方向の奥側に収納した普段使用しない物を取り出すときでも、可動収容棚
２０を反対側に移動させるだけで、容易に取り出すことができ、使い勝手が良い。
【００５６】
　なお本発明は上述した実施の形態に限定されず、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々
変更を加え得ることは勿論である。
【符号の説明】
【００５７】
１　ウォークインクロゼット、２０　可動収容棚、
２０ａ　収納スペース、２０ｂ　第２の可動収容棚、
２１　側板、２１ａ　背面側側面、
２１ｂ　収納スペース側側面、２１ｃ　取っ手、
２２　上端部、２２ａ　被案内部、２２ｂ　片面（直線ガイド側の側面）、
２２ｃ　戸すべりピン、２２ｄ　平滑面、
２３　下端部、２３ａ　キャスタ、２３ｂ　挟み防止具、
２４ａ　棚板、２４ｂ　ハンガパイプ、２４ｃ　隔壁、２５　天板、
３０　立ち入りスペース、４０　ずれ防止ガイド、４０ａ　中心軸、４０ｂ　ローラ、
５０　直線ガイド、５０ａ　側板側の側面、５０ｂ　戸当り、５０ｃ　敷居すべり、
６０　敷居レール、７０ａ　右側扉、７０ｂ　左側扉、
８０　背面固定棚、９０　側面固定棚、１００　共通固定棚、
Ａ　前面、Ｂ　背面、Ｃ　出入り口、Ｄ　天井、
Ｅ　床面、Ｆ　左側面、Ｇ　右側面、Ｈ　人、Ｊ　足

【図１】 【図２】
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